中小企業の経営革新シリーズ　　　
豊能町の魅力開発が、我が社のミッション
～何度来ても楽しい場所づくりに向けて～
有限会社　かめたに
大阪産業経済リサーチ＆デザインセンター
研究員　木村　和彦
企業名：有限会社かめたに

事業内容：飲食・土産物販売

従業者数：２名（令和４年５月末現在）

住所：大阪府豊能郡豊能町吉川143-３

電話：072-738-1122
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概要
有限会社かめたに（以下、同社）は、大阪府の最北端駅で、大阪市内から約50分の能勢電鉄「妙見口駅」前にあります。

昭和27年（1952）、現代表者の父が、料理旅館「かめたに本店」を創業、その後、昭和56年（1981）に法人化した70年の歴史を持つ企業です。

平成18年（2006）に、谷川正晃氏が事業継承し、代表取締役に就任しました。

就任当初は、先代のことを知る顧客が多く、大きな変更をすることもなく料理旅館を中心とした先代のやり方で事業を行っていました。

しかし、料理旅館の売上が減少していく一方、通行する人々が、従来の登山客や能勢妙見山への参拝客から、観光客へシフトしていることが、運営している駐車場での一時預かり件数増加等から明らかになっていき、このような経営環境の変化に対応する必要性を感じていました。

そこで、同28年（2016）に、思い切って老朽化が進んでいた料理旅館を多目的スペース施設として改築するとともに料理旅館のサポート事業として別の建物で運営していた飲食・土産物販売店をメインの事業として運営していくことにしました。

まず、飲食・土産物販売店のウリ（特長）が必要であると考え、従来、料理旅館の特別料理であったイノシシ料理をアレンジして、価格も観光客がオーダーしやすい価格とした「ししなべ味噌煮込みうどん」を中心とするイノシシ料理を、看板商品としました。

通常、イノシシ料理は、イノシシが獲れる冬季に提供されるものですが、同社独自の仕入れルートにより、「ししなべ味噌煮込みうどん」を中心とするイノシシ料理は、通年、提供されており、このことも特長のひとつとなっています。
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「かめたに」店舗正面

経営革新への取組み
この様に、経営環境に変化に対応しているうちに、豊能町をもっと楽しんでもらいたいという思いが膨らみ、こうした事業に取り組んでいるタイミングで、豊能町商工会から経営革新計画策定に取り組まないかという打診がありました。

当初は、乗り気でなかったものの、熱心な商工会の勧誘にこころを動かされ、経営革新計画策定に取り組むことにしました。

計画の内容として、豊能町を楽しんでもらうための事業とすることは決めていましたが、具体的に文字に落とし込んでいくと、あいまいな部分が明らかとなり、計画策定を進める中で、事業としての具体的なかたちがはっきり見え始めました。

一方、最も苦労したのは、売上や経費等がどうなるのか、どうしなければ利益が出ないのかといったことを考え、数字に落とし込む計画数値作成でした。慣れていなかったため、この部分がウイークポイントでしたが、豊能町商工会や大阪府商工会連合会がサポートしてくれたことは、大いに役立ちました。

なお、経営革新計画の策定前には、目の前にある業務をこなすといった状況で、日々業務に追われていたものが、策定後は、今何をすることが必要なのか、いつまでに何をしなければならないのかといった、やるべきことの取捨選択が明確になることで、経営者としての業務は楽になったと感じています。
経営革新計画を実行する
経営革新計画における「とよの感動食堂」というテーマの下、地域産品を使用した土産物の企画、開発やメニュー開発を行っています。

具体的には、土産物としての豊能町の特産品野菜であるヤーコン（南米アンデス原産のキク科の多年草）を使ったサイダーやピクルス、味噌漬け、同じく豊能町の栗を使ったサイダー等があり、メニューでは、ぼたん鍋セットやししフルト（猪肉フランクフルトソーセージ）等があります。

飲食物以外にも、豊能町を訪れた記念として残るものが望まれていることから、代表取締役夫人がデザインした「能勢妙見山」ピンバッジも開発しています。
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開発商品の一例
また、モノだけに留まらず、駐車場を利用して、近隣の方が、家庭菜園や手作り菓子、雑貨等、小規模でも気楽に出店できる「ねこトラ市」（ネーミングは、「ねこ」は「手押し一輪車」（建設業界用語）、「トラ」は「軽トラ」からで、「ねこ」に乗るくらいの小規模でも）といったイベントを、コミュニティーの輪が広がり、地域活性に繋がるようにとの思いから、立ち上げました。

「とよの感動食堂」の先にあるもの
「ねこトラ市」の開催は、「とよの感動食堂」という場所を飛び出して行う事業の典型であるとともに、ここでの「桜谷軽便鉄道」運営者や福祉事業者との出会いが、事業のきっかけ・実施に大きな役割を果たしています。

「とよの感動食堂」を飛び出した事業として新たに取り組んでいる事業として、豊能町が推進するハイキングコースの一つ「初谷渓谷」にある古民家と田畑を購入し、観光農園として開放するとともに、「農福連携」として、一般社団法人ホープビジョンの障害福祉サービス事業所に作業委託し、大豆やカモミール（地中海沿岸原産のハーブ）等の生産を行っています。
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観光農園
また、この古民家の周辺に、トロッコ列車を運営する計画が進んでおり、令和４年末までには運営を開始する予定です。
経営革新計画は、「とよの感動食堂」という店舗内での事業に関するものでしたが、この事業を進める中で、豊能町という地域全体の魅力を高めていく方向に、代表者の視野が拡がっています。自社の立場から一歩進んで、豊能町という地域をどうすればよいかという考えによる今後の事業展開が期待されます。
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